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和田寺文書 わでんじもんじょ

48

県指定
所在地：今田町下小野原

篠山領地誌 ささやまりょうちし

市指定
所在地：北新町

和田寺に伝来する古文
書は制札及び棟札を含め
て62点を数え、このうち
中世文書は室町、安土桃
山時代を中心に47点を数
える。その概要は、播磨
清水寺関係、小野原荘関
係、在地武士勢力関係、
丹波国守護の細川氏関係
に要約される。
中世の兵庫丹波におけ
る地方寺院や武家支配の
在り方を知る上で重要な
史料群となっている。

篠山藩の儒学者奈良由
繹と太田資置が、貞享4年
（1687）に当時の藩主松平
信庸
のぶつね

の命により編纂した
篠山藩領内の地誌原本で
ある。別名を「貞享記」
と言い、全6巻を乾坤2冊
に綴っている。
楷書の肉筆により全編
漢文体で書かれ、流ちょ
うな文体を用い細部に至
るまで丁寧に叙述されて
いる。
縦28㎝、横20㎝。

某東光寺山寄進状

細川高国巻数請取状

細川政元禁制


